
１．管理業務実績

２．施設の利用状況

円 円

人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

指定管理者が
行う業務内容

・上田市丸子農産物直売加工施設の、施設・設備等の維持管理に関する業務
・周辺地域に関する情報の収集及び交流の促進を図る業務

施設所管課

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市丸子農産物直売加工施設　あさつゆ

指定管理者名 上田市丸子農産物直売加工施設　あさつゆ運営組合

指定管理期間 平成27年4月1日～平成32年3月31日 料金制導入区分 無料施設

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況
日常清掃 館内清掃 日1回以上 毎日 職員・組合員にて実施

日常・定期検査 給排水・冷暖房・電気設備の点検 日1回以上 毎日 職員が実施
消防設備点検 有資格者による法定点検 年2回 2月・8月 専門業者に委託

利用区分等 設定目標値 H28年度実績 H29年度実績 対前年比(%)
売上額 340,000,000 333,437,415 322,988,547 96.87%

指定管理者（H29年度） 市

来客数 255,000 250,187 246,946 98.70%

H29決算額 備考

収
入

委託農産物売上 265,796,268

歳
入

項目 予算額 決算額 備考 項目 H28決算額

委託商品売上 35,501,542

食堂売上 15,283,392

買取商品売上 7,365,960

計 0 323,947,162 計 0 0

支
出

歳
出

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者 1 1 施設運営の統括

0

差引 0 323,947,162 差引 0 0

計 0 0 計 0

職員（正規） 8 8 維持管理、経理、販売業務
職員（臨時） 2 2 販売業務
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丸子地域自治センター　産業観光課

 会計は1月～12月であるため、 
 4月～3月を抜粋して掲載した 
 別紙 事業報告書（総会資料）参照 



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容

収入 支出
決算額 備考項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額

0

差引 0 0

計 0 0 計 0

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。 ◎

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ◎

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ◎

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。 ◎

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ◎

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ◎

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ◎

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。 ◎

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ◎

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ◎

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。 ◎



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

評価項目 判　断　基　準 評価

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ◎

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

◎

遊休荒廃地対策
（特に高齢の）農地所有者の営農を手助けするため、新た
な取組みを開始した ◎

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ◎

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価

地域のＰＲ活動 真田丸に関連ＰＲを積極的に行なっている ◎

地産地消の推進 学校給食への納入を積極的に行なっている



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

ＧＡＰ（良い農業の実践）の推進
情報発信の強化
映像コンテンツ（栽培現場・調理法など）の強化

特になし

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

・学校給食センターへの納品（地産地消の推進）

(２)指定管理業務実施上の課題

・組合員の高齢化が進んでいるため、新規組合員の加入を促進すること。
・情報発信の強化

(３)次年度以降の取り組み

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み
・季節に応じた各種イベントの開催（周年祭、収穫感謝祭）
・「どきどき情報」の発行
・ＧＡＰ（よりよい農業）の推進

②経費節減に対する取り組み
・施設ＰＲのための看板等は、組合員による手づくり
・組合員による施設清掃及び施設周辺景観形成事業実施

③その他































































































１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）
・特段ありません。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

市民参加協働部　人権男女共同参画課

№025

指定サービス管理者 1人
職業指導員・生活支援員 1人以上

役職等 計画 実績 職務内容等
管理者 1人

0

差引 0 0 差引 0 0

計 0 0 計 0

支
出

歳
出

計 0 0 計 0 0

備考

収
入

歳
入

・「一般社団法人 蚕都会」へ使用を許可(平成２９年８月１日から平成３１年３月31日まで）
する。当会は障害者総合支援法に基づく指定就労継続支援Ｂ型事業を実施（箱折、プラスチッ
ク部品の加工、クッキー、パンの製造・販売等）する。なお、従業員及び利用者には部落解放
同盟関係者を積極的に充てることとしている。

指定管理者（H29年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H28年度決算額 H29年度決算額

利用区分等 設定目標値 H28年度実績 H29年度実績 対前年比(%)

同和対策共同作業所 5 0 5 #DIV/0!

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

物品の加工、食
物の製造・販売
他

箱折、プラスチック部品の加
工、クッキー・パンの製造・
販売 等

―
平成29年8月1日～
平成30年3月30日

「蚕都会」職員他利
用者が実施

指定管理者が
行う業務内容

（1)　利用許可に関する業務
（2)　施設、設備等の維持管理に関する業務
 (3)　企業部の活動

施設所管課

平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市中之条大型共同作業場

指定管理者名 部落解放同盟上田市協議会

指定管理期間 平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日 料金制導入区分 無料施設



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
自主事業なし、よって収入・支出なし

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の
書類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物
はないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適
切に行われているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施
設の清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっている
か。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

○

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守さ
れているか。 ○

0

差引 0 0

計 0 0 計 0

決算額 備考
なし

項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額
収入 支出

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容
なし



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われてい
るか。 ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制
がとられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に
整備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安
全確保のために必要な対策が講じられているか。 ○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険
に加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理
者や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されると
ともに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれている
か。

○

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が
配置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職
員研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身
だしなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが
適切に行われているか。

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦
情等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われてい
るか。施設運営に不要な経費の支出がないか。

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）



７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・特別ありません。

・特段ありません。

・特段ありません。

・特段ありません。

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(２)指定管理業務実施上の課題

(３)次年度以降の取り組み

部落解放同盟、関係地区住民を雇用し目的に沿う運営に努め、更に、サービス利用の対象者
は養護学校卒業者、知的障がい者・精神障がい者・身体障がい者、いずれも受け入れること
とし、当面10人程度から順次増やして、毎日の利用者20人を目標とする。

（４）その他

(１)平成29年度（平成29年8月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み
・一般社団法人 蚕都会における障がい者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため
の障がい者福祉サービス事業目的ための障害者総合支援法に基づく「指定就労継続支援B
型」の事業を関係地区住民を積極的に充てることとして実施している。

②経費節減に対する取り組み

③その他
・一般社団法人　蚕都会　へ同和対策共同作業所として使用許可(平成２９年８月１日から
平成３１年３月３１日まで）する。

共同作業所としての利用
指定就労継続支援B型事業による事業実施計画書に沿い、適
切に実施されているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

№026～039

各施設責任者（支部長） １人 １人 担当施設の統括
管理部門（支部役員） １人 １人 施設の管理、状況把握等

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者（会長） １人 １人 全体の統括

0

差引 0 0 差引 0 0

計 0 0 計 0

支
出

歳
出

計 0 0 計 0 0

収
入

歳
入

指定管理者（H29年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H28決算額 H29決算額 備考

利用区分等 設定目標値 H28年度実績 H29年度実績 対前年比(%)

日常清掃 建物内の清掃 随時 随時 利用者が利用後に実施

指定管理者が
行う業務内容

・同和対策農業近代化施設の管理運営、利用許可に関する業務
・あらゆる差別の撤廃、権利保障の実現のための事業の推進
・明るい地域づくりに係る事業の推進

施設所管課 農林部　農政課

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 同和対策農業近代化施設（別紙１４施設）

指定管理者名 部落解放同盟上田市協議会

指定管理期間 平成28年4月1日　～　平成33年3月31日 料金制導入区分 無料施設



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

0

差引 0 0

計 0 0 計 0

決算額 備考項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額
収入 支出

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） △

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・環境整備として館外の修繕を行い、段差を無くした。
・安全上郵便受けを鍵付きに変更した。

・エアコンの使用を控えた。
・細かく消灯するようにした。

・館内施設、備品の整理を行った。

・建物の老朽化が進み、修繕が必要な部分が多くなっている。

利用者の減少傾向があることから利用拡大に努める。

(２)指定管理業務実施上の課題

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他



（別紙） 

同和対策農業近代化施設一覧 

 

№ 施設名 所在地 

１ 伊勢山共同畜舎 上田市上野１７４８番地２ 他１１筆 

２ 矢沢共同作業所 上田市芳田９６８番地３ 

３ 保野共同作業所 上田市保野７６０番地５  他１９筆 

４ 東前山共同作業所 上田市前山６９８番地３ 

５ 浦野共同作業所 上田市浦野２９１番地１ 

６ 中之条農機具保管施設 上田市中之条３４４番地７ 

７ 川辺町農機具保管施設 上田市上田原１０８１番地３ 

８ 伊勢山第一農機具保管施設 上田市上野２２２１番地１ 

９ 伊勢山第二農機具保管施設 上田市上野２１２５番地３ 

１０ 宮之上農機具保管施設 上田市芳田１０４３番地 

１１ 保野農機具保管施設 上田市保野８３０番地７ 

１２ 東前山農機具保管施設 上田市前山６９８番地３ 

１３ 
別所農機具保管施設 兼 

もみすり精米作業所 
上田市別所温泉１９４３番地２ 

１４ 伊勢山本しめじ周年栽培施設 上田市上野２１１６番地１ 

 

 



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）
昨年度に引き続き台風等による夏・秋の降雨が多く、集客は困難だったと思われるが、利用者数は前年
を上回った。
施設管理者による園内の管理・修繕の効果があったものと思われる。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

管理部門(常勤1) 1 1 現場業務
受付部門（常勤1・非常勤1） 2 2 料金の徴収・減免、利用許可、窓口対応

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者(常勤1) 1 1 全館の運営を統括

5,717,948

差引 0 -189,948 差引 -4,942,297 -5,009,508

計 5,528,000 5,717,948 計 5,529,367

資材費・その他 408,000 362,443

点検・修繕費 1,094,000 1,453,974 各法定点検・受水ポンプ修理・車、機械利用料他

指定管理料 5,529,367 5,717,948

光熱水費・燃料 350,000 365,160 電気・ガス・水道・電話・灯油

支
出

人件費 3,631,000 3,476,403 管理者他

歳
出

広告・印刷費 45,000 59,968

計 5,528,000 5,528,000 計 587,070 708,440

162,985

使用料 587,070 545,455

栗売払 0

収
入

指定管理料 5,528,000 5,528,000

歳
入

指定管理者（H29年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H28決算額 H29決算額 備考

テニスコート 31 49 158.06%
栗園 234 267 114.10%

森林総合センター 214 164 76.64%
バンガロー・テント 465 562 120.86%

合併浄化槽点検 有資格者による法定点検 年4回以上 6月、9月、11月、12月、3月 専門業者に委託

利用区分等 設定目標値 H28年度実績 H29年度実績 対前年比(%)

消防設備点検 管理担当者による点検 年1回以上 毎日 管理担当者が実施

消防設備点検 有資格者による法定点検 年2回以上 6月7日,3月15日 専門業者に委託

日常清掃 園内の清掃 1日1回以上 毎日 職員が実施
定期清掃 園内の清掃 年2回以上 シーズン開始、終了時に実施 職員が実施

施設所管課 農林部　森林整備課

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

指定管理期間 平成28年4月1日～平成33年3月31日 料金制導入区分 使用料（収納委託）

指定管理者が
行う業務内容

・上田市別所温泉森林公園の管理運営と、施設及び物品の維持管理に関する業務。
・上田市別所温泉森林公園の利用許可と利用料金の徴収・納付に関する業務。
・特産栽培管理・栗園の入園に関する業務。

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書
№040

施設名称 上田市別所温泉森林公園

指定管理者名 信州上小森林組合



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ◎

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ◎

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

0

差引 0 0

計 0 0 計 0

決算額 備考項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額
収入 支出

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容
該当なし



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

企業総合賠償責任保険に加入しているが、市を追加被保険者としていなかったため、
新たに上田市を被保険者として加入手続きを行う。

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） △

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

・キャンプ場のアスレチックを増やしてもらいたい。(老朽化遊具の補修)
・森林総合センターとバンガローのトイレを水洗トイレにしてもらいたい。
・バンガローの設備（水洗トイレ、冷蔵庫等）を改善してもらいたい。

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

・キャンプ場・バンガロー・シャワー室・テニスコート周りの環境整備を行った。
・利用者の安全確保のため、園内施設や遊具等の点検、修繕を行った。

(２)指定管理業務実施上の課題

・台風及び豪雨後は森林公園に至る道路(塩水線、岳の尾線)に小規模な洗掘箇所や舗装欠損
箇所等があり利用者の車両が安全に通行できないことがあった。安全に通行できるよう注意
(巡視)をする必要がある。
・利用者にとって、森林公園の魅力ある特幑が乏しく、漠然としているため特色（付加価
値）をだすことが必要である。
・冬期間を閉鎖しなければならないので、利用も限定される。

(３)次年度以降の取り組み

・キャンプ場のテント設置箇所の整備(増設・拡幅)を行い幅広い利用人数に合わせた魅力の
あるキャンプ場を目指す。
・別所温泉協会と連携をはかり、温泉宿泊と公園キャンプの連泊プランや温泉と森林浴ト
レッキングコースの提案を行い別所温泉森林公園のＰＲと利用者の増加を目指す。
・栗園のクリの木を、徐々に更新していく。また、クリの枝が高くなってきているためスカ
イステージ(キャタ式)等の高所作業車で高枝の剪定作業を行っていく。

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み
・松茸料理や栗園の栗拾い等セットにして、旅行誌、地域新聞等に広告を掲載、チラシの配
布、ラジオの宣伝を行った。
・組合ホームページへ施設の最新情報を掲載。
・旅行・キャンプ等情報誌へ別所温泉森林公園を掲載し集客に努めた。
②経費節減に対する取り組み

・管理部門の業務内容にそって人件費、その他経費は、効率よく低コストで実施した。
・特産栗栽培委託業務において、適期の消毒、草刈、施肥を行い最大の効率を考え
　作業を行っている。

③その他



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

指定管理者が
行う業務内容

森林センター施設及び設備の維持管理及び運営
森林センター使用料徴収事務

施設所管課 農林部　森林整備課

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市森林センター

指定管理者名 信州上小森林組合

指定管理期間 平成26年4月1日～平成36年3月31日 料金制導入区分 使用料（収納委託）

№041

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況
日常清掃 日常的な館内清掃 一日1回以上 職員が実施
定期清掃 専門業者による館内清掃 年1回以上 職員が実施

消防設備点検 防火管理者による点検 一日1回以上 有資格職員が実施

利用区分等 設定目標値 H28年度実績 H29年度実績 対前年比(%)
利用者数 4,063 3,265 80.36%

指定管理者（H29年度） 市
H29決算額 備考

収
入

指定管理料 180,000 52,280

歳
入

使用料 36,170

項目 予算額 決算額 備考 項目 H28決算額
52,280

計 180,000 52,280 計 36,170 52,280

支
出

人件費 73,170 76,000

歳
出

指定管理料 36,170 52,280

光熱水費 54,009 54,000

備品等 52,821 50,000

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者 1 1 全館の運営統括

52,280

差引 0 -127,720 差引 0 0

計 180,000 180,000 計 36,170

管理担当 1 1 管理部門の統括、総務業務
受付担当 1 1 受付部門の統括、利用許可、窓口対応



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容
注文緑化木等配布 3月・4月 50人 庭木、果樹苗木、キノコ植菌等の配布

植木即売会 4・5・6月 3000人 庭木、果樹苗木等の即売会
山行苗木配布 4・5月 50人 スギ、ヒノキ、アカマツ、カラマツ等の配布

しんりん祭 12月 6000人 生活用品、乾しシイタケ、林業機械等の販売
労働安全労働研修会 9月 100人 職員を対象とした安全研修

共有林等役員研修会 1月 200人 自治会等の団体役員を対象とした研修会
通常総代会 3月 230人 組合事業決算報告、事業計画

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

計 0 0 計 0 0

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。 ○

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。 ○

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

評価項目 判　断　基　準 評価

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

駐車場の草刈等整備や日々館内の清掃点検を行い、気持ち良く利用できるように努めてい
ます。ロビーには森林林業関係のポスターの掲示をし、利用者への情報提供も実施しました。
職員から利用者への明るい挨拶を心掛けることで、利用しやすい雰囲気づくりを
努めています。

節電、節水に努め光熱費の削減に取り組みました。

AEDの設置をし、緊急事態に備えています。緊急時における救命措置についても職員が講習を
受けております。インフルエンザ等感染症対策として、玄関に消毒液の設置をしています。
雨の日などは玄関ホールにビニールシートを敷き、床が汚れないように工夫しています。

・館内各所にシロアリが発生し、早急に対処が必要です。
・雨樋の腐朽等施設の老朽化による破損個所があり、多額の修繕費用が見込まれます。

・一般の市民の皆様に広く利用して頂けるようPRします。

・以前から苦情が寄せられている駐車場不足について、利用者多い場合は公用車等を詰めて
駐車するなど、駐車スペースの確保に努めておりますが、改善できていないのが現状です。

施設利用料に関する現金出納帳を作成しました。

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

管理担当 1 1 管理部門の統括、総務業務
受付担当 1 1 受付部門の統括、利用許可、窓口対応

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者 1 1 全館の運営統括

160,000

差引 0 -20,668 差引 -143,000 -145,000

計 160,000 180,668 計 160,000

予備費 1,000

日常清掃費 2,000 11,935

指定管理料 160,000 160,000

定期清掃費 100,000 101,000

支
出

人件費 12,000 12,000

歳
出

光熱水道費 45,000 55,733

計 160,000 160,000 計 17,000 15,000

15,000

H29決算額 備考

収
入

指定管理料 160,000 160,000

歳
入

使用料 17,000

項目 予算額 決算額 備考 項目 H28決算額
指定管理者（H29年度） 市

利用区分等 設定目標値 H28年度実績 H29年度実績 対前年比(%)
集会室・研修室利用者 671 1,592 237.26%

定期清掃 専門業者による館内清掃 年1回以上 2月20日 清掃業者に委託
消防設備点検 防火管理者による点検 1日1回以上 毎日 有資格職員が実施

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況
日常清掃 館内清掃 一日一回 毎日 職員が実施

指定管理者が
行う業務内容

真田林業会館施設及び設備の維持管理及び運営
真田林業会館使用料の徴収事務

施設所管課 農林部　森林整備課

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市真田林業会館

指定管理者名 信州上小森林組合

指定管理期間 平成26年4月1日～平成36年3月31日 料金制導入区分 使用料（収納委託）

№042
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５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。 ○

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

計 0 0 計 0 0

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

しんりん祭 12月 1000人 生活用品、乾しシイタケ、林業機械等の販売

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容
注文緑化木等配布 3月 50人 庭木、果樹苗、キノコ種菌等の配布
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。 ○

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。 ○

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○
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(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○
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８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

一日一回以上の館内清掃を行い、利用者の方に気持ち良く使用して頂けるよう
環境整備に取り組むとともに、業者による定期清掃を実施し、維持管理に努めました。

昨年に引き続き節電、節水に努め光熱費の削減に取り組みました。

ロビーには森林。林業の普及に関するお知らせや上田市のイベント等の
ポスターを掲示し、利用者の方へ情報提供を行いました。

椅子、机の脚のぐらつきや網戸の傷みやブラインドが開閉できないなど、全体的に備品の
老朽化が進んでおり、修繕が必要な箇所が目立ちます。

一般市民の方の利用が少ないので、地域のサークル活動等に利用して頂けるようPRします。

年配の利用者から、和式のトイレは使いづらく、手すりをつけてほしいとの意見と、
収容人数の割にトイレの個室が少ないとの指摘がありました。

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題
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１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

使用料（収納委託）平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日

・上田市技術研修センターの利用許可に関する業務
・上田市技術研修センターの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

差引 -9,293,592 -9,207,136

･受付業務・経理業務

実績 職務内容等

受付担当（臨時）

7,000人

10,328,000

市

100.38%

1,106,864

備考項目

計

597,000

10,314,000 9,573,954

1,034,408

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

委託費

設定目標値 H28年度実績

指定管理者（H29年度）
備考

利用区分等

収
入

10,314,000

H29年度実績 対前年比(%)
6,2726,248

一般財団法人上田地域振興事業団

上田市技術研修センター施設名称

指定管理者名

研修室　利用人数

0

予算額

負担金支出 18,300

1,595,096

1
統括責任者（常勤）

手数料

事務局経費

23,000

1,876,000

計

354,000租税公課費

10,314,000

4,096,000

H29決算額

歳
入

人件費

10,314,000

3,778,322

409,000

200,000 370,017

燃料費 50,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

年２回 ９月・２月

委託業者

毎日

１０月・３月

日常清掃業務

消防設備保守法定点検業務

現場職員

委託業者

常時

年２回
年４回

実施状況

委託業者

決算額
使用料 1,034,408

自動ドア保守点検業務

日常的な館内清掃

専門業者による点検
専門業者による点検
専門業者による点検
専門業者による点検

空調設備保守点検

浄化槽保守点検業務

定期清掃業務 専門業者による点検

6月・9月・12月・3月

７月年１回

施設警備業務 有資格者による法定点検 常時

年３回 ８月・１２月・３月 委託業者

H28決算額
指定管理料 10,314,000

項目

通信運搬費 143,000 166,663

消耗品費

計

指定管理料

歳
出

1,106,864

10,314,000

244,456

597,000

計画

294,000

740,046

1 1
役職等

10,314,000

1

10,328,000

･全館の運営を統括及び施設の維持管理業務

計

差引

委託業者
消防設備保守日常点検業務 日常的に点検 １日１回 毎日 防火管理者

委託業者
電気保安業務 有資格者による法定点検 月１回 ５月 委託業者

消耗什器備品費 0 64,800

修繕費 50,000 531,960

印刷製本費 49,000 30,240

№043

商工観光部　商工課

賃借料 323,000 172,095

光熱水費 2,259,000 1,497,787

98,218



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

従業員の配置状況

報告書等の提出

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ◎

評価項目

収入 支出

判　断　基　準 評価

参加者数

備考予算額 決算額

事業・イベント名
なし

開催日時 内容

予算額 決算額 備考

0 計0

項目項目

計 0 0

0 0差引

◎
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

◎

◎

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

◎

◎

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ◎

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ◎

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ◎



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

◎
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

評価項目 判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。

収入増への取り組み状況

○

◎

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

帳票類の保管等

○

評価

サービスの提供方法

公平性の確保等

支出の状況

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○

○

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の施設利用者への対応



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

○緊急・災害時への対応

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

評価

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

判　断　基　準

○施設賠償責任保険の加入

評価項目

施設管理上の秘密の保持等



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・利用促進と課題解決のため、市と協議しながら施設の運営方法を検討します。

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み

③その他

・利用者は前年度比で、人数が0.4%の増、件数が28.6%の増でした。
・宿泊棟の個室に無線LAN環境を整え、日帰り利用ができるようにしたところ、
　148件、161人の利用がありました。
・２階研修室にエアコンを設置し、特に夏季に快適に利用していただけるように
　しました。
・施設内外の環境整備など、利用者に気持ちよく使っていただくよう努めました。

・節電に努め光熱水費の節減等を行い、光熱水料費は前年度に比べ、6万5千円余の
　減となりました。

・消防設備委託業者を講師に、消火器を使った訓練及び避難訓練を、シルバー人材
　センターからの担当者を含めて職員全員で行い、防災対策を図りました。

・開館から２０年が経過し、外壁、屋根などの建物のメンテナンスの必要性を
　工事業者から指摘されています。

・館内の清掃に努め、館内外に花や観葉植物を飾り、壁紙を新しくするなどの
　環境美化を図ることで、利用者から好評をいただいています。



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

除雪費 30,000 20,900

1,305,000 1,179,041

点検委託費 270,000 216,526

清掃業務 105,000 123,012

146,000 161,681

消耗品 70,000 67,604

修繕費 388,630253,000

106,000 105,192

・消防設備点検 有資格者による法定点検 2回／年 6/10、12/2 ミヤジマ技研㈱に委託

12

指定管理料 4,610,000

雑収入

0計 0

全館の運営統括、経理関係、利用許可手続き他
計画

・管理者

・防火・防犯

項目

ガス・灯油器具等の確認、閉館後の施錠など

60

決算額

差引 61

1 1
・管理者（副館長）

役職等

0

実施状況

毎日 毎日 綜合警備保障㈱に委託

1

計

歳
出

1
・統括責任者（館長）

11

入館者数（食堂利用者）

60

予算額

人件費

管理事務費

光熱水費

警備保障料

2,325,000 2,347,425

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

計 4,610,0724,610,060

4,610,000

（有）サニテックに委託

毎日
月末

・館内外清掃
・館内外清掃

開館前清掃の実施等

サニクリーンによるレンタル

1回以上／日
1回／月
1回／月・浄化槽点検 月中旬

設定目標値 H28年度実績

繰越金

指定管理者（H29年度）
備考

0

60

利用区分等

収
入

H28決算額 H29決算額

歳
入

市
備考項目

西塩田地区営農活性化推進組合

上田市塩田の館

無料施設平成29年4月1日～平成30年3月31日

①施設及び設備の維持管理に関する業務（建物等安全管理業務、建物等清掃業務、
日常点検及び定期点検など）②施設の運営に関する業務（観光案内業務、施設等の
利用に係る相談等に関する業務など）③指定管理者に付帯する業務（市への提出書
類作成、連絡調整業務など）④自主事業

料金制導入区分

7,000 72.96%
H29年度実績 対前年比(%)

5,122

施設名称

指定管理者名

計 4,610,000 4,610,011

0

7,020

毎日1回以上／日

作業項目 作業内容 回数 実施日

・警備保障

当番管理者による日常清掃
業者によるマット・モップ交換

点検・調査
当番管理者による
業者による警備

差引 0 0

館長補佐、館の管理、来客対応、電話対応

実績 職務内容等

館の管理、来客対応、電話対応

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

№044

商工観光部　観光課

指定管理期間



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

0 6,600,447

0 121,057差引

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

6,721,504 計

その他

0

その他

352,897

計

3,828,900

予算額 決算額 備考項目
売上金 1,905,430

繰越金

項目
原材料費

東前山で開催するあじさい祭りの写真コンテスト等

支出

通年（冬季休業） 館内設備を使い、地域で生産したそば粉で食の安全・安心と地産地消のＰＲを行う。

内容事業・イベント名
絵・写真展

開催日時
春・秋　年２回

収入
予算額 決算額

そば処「北条庵」 5122

参加者数

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

判　断　基　準

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

201,914 866,117

評価項目

人件費

備考
6,166,693

評価

○

○

○

○

○

従業員の配置状況

報告書等の提出

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○

○

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の施設利用者への対応

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

収入の状況

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

評価項目

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価

評価

○

○

○

公平性の確保等

支出の状況

収入増への取り組み状況

判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

サービスの提供方法



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

・施設賠償責任保険については、次年度より加入するよう適切な指導を行いました。

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

判　断　基　準

×

施設管理上の秘密の保持等

○

評価

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

評価

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

○緊急・災害時への対応

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

評価項目

施設賠償責任保険の加入

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・3人の職員による交代勤務で来館者等に対するサービスを途切れさせることの
ないよう体制整備を行った。
・ホールにテーブルとソファを設置し、来館者が休息できるスペースを設けている。
・季節の花をホールに飾り、来館者におもてなしの心で接するように心掛けている。
・館内をいつも清潔に保つよう、モップ掛け、マットの清掃を毎日実施、また、トイレ、
エントランス他の水清掃を週に1回実施し、来館者が気持ちよく過ごしていただくよう
努めている。
・売店では、地域の農産物・クラフト品等魅力ある商品を紹介している。
・月1回「北条庵運営委員会」を開催し、利用状況の確認と対策を実施している。
・館敷地内の公園については、芝刈り・除草・草木の手入れを行い美化に努めている。

・蛍光灯の経年劣化もあり、点灯しないものが発生し始めた。修繕見積もりをする段階で、
省エネタイプのLEDも検討した結果、費用もさほど変わらず変更可能であったので、LEDに
一部変更した。今後も順次LEDに変更していく。
・食堂の椅子の汚れが目立ち不潔に感じられていたが、新しく椅子を購入する事無く、
座布団を設置することで対応した。
・体験室の椅子の汚れについては、職員で洗浄し終えた。
・冷暖房の使用も必要なところ・時間のみとして、節減を図った。
・固定電話2回線（電話とFAX）をデジタル回線に変更し、電話料金の節約を図った。

・あじさい祭りではフォトコンテストが行われており、そのイベント受付会場、
そして後日コンテストの評価・発表会等に利用され、地域振興に協力した。
・地元小学校の遠足休憩所として、また別所線と走ろう等のイベント休憩所として利活用
された。
・昨年5月11日に発生した竜巻で、正面玄関屋根の瓦が50～60枚程度破損する災害が発生
した。（幸いに人身事故もなく、その後の観光課の素早い対応のおかげで問題なく運営
できた）

・受水槽補修工事　設置して25年経過し、層上部外装面のFRP繊維が露出するなど劣化が
進行しており、補修が急務と考えている。
・空調機野外ユニットの点検整備　点検間隔が5年又は10,000時間毎になっており、
実施時期になっている。
・館南側歩道　石積み落下防止　昨年、暫定措置で防獣ネットを仮設置した効果なのか
どうか定かではないが、今年の春には落下した形跡はなかった。いずれにしても、
恒久対策は暫定ネットが劣化する前にする必要と考える。

・信州の鎌倉といわれる塩田平、可憐なガクあじさいを満喫できるあじさいの小道、地元
が企画運営しているあじさい祭、そして季節ごとの見どころを紹介できればと、インター
ネットの活用を推進したい。
庭園と傾斜地の上部にある墓地との間に花の木など植樹していきたい。

・庭園の景観整備、管内の清掃が行き届いているとの意見を頂いている。

・備品登録が更新されていなかったので、規定に基づき整理するよう指導を受けた。
その後、備品№の貼り付け及び備品1、2の区分整理を行った。

②経費節減に対する取り組み

③その他

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

指定管理者が
行う業務内容

・丸子物産館の施設、設備等の維持管理に関する業務
・地域の特性を活かし、観光及び地場産業の振興と地域間交流の促進に寄与する
場を提供する。

施設所管課 丸子地域自治センター　産業観光課

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市丸子物産館（愛称：花風里）

指定管理者名 社会福祉法人まるこ福祉会

指定管理期間 平成26年4月1日～平成36年3月31日 料金制導入区分 無料施設

№045

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況
日常清掃 館内清掃 1日1回以上 毎日 職員

定期清掃
エアコン清掃 年1回 6/30、10/31 職員
マット類の清掃 月１回 ４週ごとに交換 業者に委託

消毒施工 害虫駆除 月１回 毎月 業者に委託

消防設備点検
防火管理者による点検 1日1回 毎日 職員（有資格者）

法定点検 年1回 4/27 業者に委託

利用区分等 設定目標値 H28年度実績 H29年度実績 対前年比(%)
利用者 8,250 8,205 7,009 85.42%

指定管理者（H29年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H28決算額 H29決算額 備考

収
入

事業収入　物産 700,000 201,687

歳
入管理委託料 3,600,000 3,600,000

事業収入　喫茶 4,000,000 4,327,952
事業収入　クッキー 2,769,000 1,876,700

計 11,069,000 10,006,339 計 0 0

支
出

人件費 7,113,000 7,059,247

歳
出

管理費 1,950,000 1,858,575

指定管理料 3,600,000 3,600,000

事務費 326,000 306,169

事業費 1,680,000 1,917,564

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者（常勤） 1人 1人 全館の運営を統括

3,600,000

差引 0 -1,135,216 差引 -3,600,000 -3,600,000

計 11,069,000 11,141,555 計 3,600,000

管理担当 1人 1人 レジ、製造
厨房・喫茶担当（非常勤） 2人 1人 レジ、商品管理、商品製造指導



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

業務委託の承認申請をするよう指示をした。

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容
なし

収入 支出
決算額 備考項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

計 0 0 計

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 △

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。 ○

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。 ○

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

評価項目 判　断　基　準 評価

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・ワンコインランチの定着、その他ご予算に合わせたランチの提供
・貸切サービス、イベント等
・当施設で作ったお米、お味噌をを使ったメニューを提供

・節電に心がけ　電気機器（トイレの便座やエアコンやオーブン等）電源をこまめに切る

・館内敷地内の草刈り、草取り
・植木の手入れ

・建物の老朽化により、修繕費が増加している

・メニューの見直し
・喫茶内容の工夫、改善
・冬期の取り組み

・特になし

・特になし

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

人 人

回 回

回 回

回 回

（施設所管課による評価）
適正に運営されている。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

計

４．職員の配置状況

指定管理者が
行う業務内容

・上田市農林漁業体験実習館及び温泉スタンドの施設、設備等の維持管理に関する
業務
・上田市農林漁業体験実習館の研修室の利用許可に関する業務
・農業の振興、地域の活性化、住民の健康の保持、生活の向上、福祉の増進に関す
る業務

施設所管課

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市農林漁業体験実習館及び上田市室賀温泉スタンド

指定管理者名 財団法人上田市地域振興事業団

指定管理期間 平成26年4月1日　～　平成31年3月31日 料金制導入区分 利用料金

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況
別紙のとおり

利用区分等 設定目標値 H28年度実績 H29年度実績 対前年比(%)
昼・夜風呂入浴者数 260,300 225,765 246,208 109.05%
朝風呂入浴者数 57,630 53,587 57,168 106.68%
第一研修室 92 57 65 114.04%
第二研修室 85 50 48 96.00%
第三研修室 168 110 116 105.45%

指定管理者（H29年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H28決算額 H29決算額 備考

収
入

指定管理料 30,236,000 30,236,000

歳
入

行政財産使用料 3,193,878 3,148,998

事業収入 88,359,000 86,033,300

雑収入 2,000 2,594

計 118,597,000 116,271,894 計 3,193,878 3,148,998

指定管理料 29,689,720 30,236,000

消耗品等 4,736,000 4,432,706 委託料 126,280

人件費等 43,138,000 42,463,179

歳
出

光熱水・燃料費 30,530,000 29,138,507

0

修繕費 1,663,000 1,662,444 修繕費 1,498,642 2,464,344

工事請負費 31,129,200 599,400

委託・賃借料 23,752,000 23,270,253

その他 15,813,000 15,490,997

差引 -1,035,000 -186,192 差引 -59,249,964 -30,150,746

計 119,632,000 116,458,086 62,443,842 33,299,744

支
出

副支配人（常勤） 1人 1人 施設管理業務・経理
庶務係（常勤・非常勤） 3人 3人 施設予約・受付業務・会計事務・現金管理

役職等 計画 実績 職務内容等
支配人（常勤） 1人 1人 全館の運営を統括

朝風呂係（非常勤・シルバー） 7人 7人 朝風呂フロント業務・朝風呂清掃業務
館内清掃係（シルバー） 3人 4人 営業時間内の館内清掃

管理担当係（常勤・シルバー） 7人 8人 施設管理業務・マイクロバス運転業務
フロント係（非常勤・シルバー） 10人 12人 フロント業務・夜間フロント担当

№046～047

　農林部　農政課



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
適正に運営されている。

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適正に運営されている。

手数料収入 通年 不特定 自販機、マッサージ機、ガチャ等

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容
販売品売上 通年 不特定 アメニティグッズ販売、仕出し弁当等

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

販売品売上 3,800,000 4,305,592 販売品仕入 3,040,000 2,916,930

手数料収入 1,725,000 1,801,348

計 5,525,000 6,106,940 計 3,040,000 2,916,930

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ◎

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。 ○

差引 2,485,000 3,190,010

評価項目 判　断　基　準 評価

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。 ◎

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適正に運営されている。

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適正に運営されている。

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適正に運営されている。

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。 ○

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。 ○

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適正に運営されている。

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

(２)指定管理業務実施上の課題

・開業以来20年が経過したため、施設（設備）の経年劣化による故障が増え修繕及び改修の
必要な個所が多々あります。利用者の安全確保のため、故障前の徹底した保守点検や早期の
修理及び補修が必要になってきています。
・源泉湯量の減少に伴う泉質管理と貯湯槽の清掃徹底など、衛生面も含め温泉の安定供給の
ための処置について検討が必要です。
・特別養護老人ホーム「室賀の里」への供給についても、引湯管の清掃を開設以来行ってい
ないことを含め見直しが必要。また設備面の修繕において、流量計・ポンプ等のメンテナン
ス費用の負担割合について検討が必要です。
・利用者からの要望（脱衣室への冷房機能のエアコン、岩風呂の露天風呂への四阿設置、風
呂増設及び貸切風呂・コインロッカーの新設等）が挙げられています。
・駐車場が慢性的な不足状況にあるため検討が必要です。

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

①平成9年の開館以来20年となり、29年度の利用者は、両浴室内の換気窓や天井、壁などの
改修工事により、40日間の臨時休館をした28年度と比べ108.6%、24,153人増加し、305,447
人となりました。それに伴い利用料金収入も前年比105.1%、4,157千円の増額となりました
が、販売品売上については、前年比96.1%に留まり、174千円の減額となりました。
②本年度は開館20周年に当たり「記念イベント」として開館日である6月20日を含む3日間に
わたり、工夫を凝らし開催しました。合わせて節目として、解説までの経過や現在に至るま
での軌跡をたどった「ささらの湯のあゆみ」を冊子として作成し関係者等に配布いたしまし
た。また、年6回の定例イベントは「おかげさまで開館20周年」を冠にして内容の見直しを
かけ地域の方々のみならず、観光客も含め多くの皆様に楽しんでいただくことができまし
た。
③広報宣伝活動としては、良質な泉質「三美の湯」の周知を主として、市内外の効果的なメ
ディアへの積極的な広告掲載を実施するとともに、定期的に近隣の集客施設等への宣伝営業
活動を行っており、併せて本年より新規に行っている研修室を利用しての食事付きパックプ
ランや、毎月最終金曜日に実施している「ポイント2倍サービスデー」も宣伝により定着し
てきており、平日の利用者増に徐々に効果が出てきています。
　またギャラリーサロンの展示においても積極的な利用促進の呼び掛けにより、新規利用者
が増え各メディア紹介もいただき、各団体の活動推進に貢献することができ、地域の文化事
業の活性化につながるよう努めました。
④施設内外の環境整備としては、日々の管理を徹底し細心の注意を払いながら行い、不都合
な点はその都度、上田市担当課への報告と協議を行い、施設内外の早期の補修及び衛生管理
に努めました。
　また、日ごろから、利用者の体調不良時等の迅速な対応に心掛けるとともに、職員の連携
体制の強化と訓練を実施してまいりました。

②経費節減に対する取り組み

・照明、冷暖房等温度管理を徹底し、こまめに調整を行い節減に努めました。
・長期計画により館内の蛍光管を順次LED管への交換を行っており、節電に努めています。
・施設内外の整備や補修及び衛生管理、また設備機器等への不具合箇所においては、可能な
限り当館の職員が行い経費節減を行いました。

③その他

・利用者が安全、安心に利用いただけるよう毎日の定期的な泉質管理や清掃を徹底し、日々
の衛生管理に努めました。
・毎日、源泉設備や温泉スタンドへの巡回及び流量のチェックや、設備等の点検を行い温泉
の安定供給に努めてまいりました。
・インフルエンザやノロウイルスの伝染予防のために、施設の各入口への衛生徹底の張り紙
や消毒液を設置し、職員にも患者への対処の仕方等を徹底に努めました。



(３)次年度以降の取り組み

・利用者に更なる満足感をもって利用いただけるよう、施設の衛生管理等を徹底し、安全で
快適な魅力ある施設運営の向上を心掛けてまいります。
・例年どおり各種イベントの実施、また研修室等の利用促進により、更なる利用者増加に努
めてまいります。
・「物味湯産手形」及び年間券の普及により来館者数は多くても入館料収入が伴わないた
め、今後の取り扱い方法（利用方法）を検討し集客と収入の増に努めます。

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

・施設や泉質の良さとともに、管理面やスタッフの対応へのお褒めの言葉も多くいただいて
おります。
・年末年始・休日等の混雑が激しいこともあり、エアコン・露天風呂の四阿・コインロッ
カーなど、利用者の要望を具体的に形にするため、上田市担当課との検討を行ってまいりま
す。
・駐車場内での台数の確保と事故等のトラブルが多いため、随時職員が巡回を行っておりま
すが、未然に防ぐための検討を上田市担当課及び最寄りの交番と行い並びに、案内表示等に
おいて注意喚起を図ってまいります。

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）



別紙：施設・設備の維持管理業務の実施

項目 内容 回数 実施日 実施状況

清掃（日常清掃） 館内・駐車場の清掃 1日1回以上 毎日 職員が館内、駐車場の清掃を実施

清掃（日常清掃） 館内の清掃 1日1回以上 毎日 (株)エム・ジェイが館内の清掃を実施

清掃（日常・定期清掃） 館内・浴槽等の清掃 1日1回以上 毎日
(有)エー・エフ・プランニングに委託し、館内、浴槽
の清掃を実施

清掃（定期清掃） ろ過機・配管清掃 年15回 年15回
(有)エー・エフ・プランニングに委託し、ろ過設備、
配管の洗浄、殺菌を実施

水質検査 レジオネラ・大腸菌検査 年2回 10/26・3/22

飲用検査 一般細菌・大腸菌検査 年1回 4/27

簡易水道検査 受水槽等維持管理検査 年1回 3/8 （一社）長野県薬剤師会による検査を実施

硫化水素濃度
浴室内硫化水素中毒防止の
ため濃度測定

年1回 11/29 上田保健所による測定を実施

源泉管理棟業務
給排水設備等点検業務

源泉 湯室・湯量等点検管
理給排水設備等の点検

1日1回以上 毎日 職員が稼働状況の点検・管理及び検査を実施

水質検査（湯沸水道） 来館者利用の水道水質検査 週1回 毎週火曜日 職員による水道の残留塩素測定検査

防火管理者による点検 1日1回以上 毎日 防火管理者が目視にて点検を実施

自動昇降機点検業務 自動昇降機の点検 年4回
5/11・ 8/24・
11/16・2/22

東芝エレベータに委託し、正常に稼動しているか点検
を実施

電気保安設備点検業務 電気設備の点検 年6回 2か月に1回
中部電気保安協会に委託し、正常に稼働しているか点
検を実施

機械設備点検業務 機械、冷暖房設備の点検 年1回以上 計11回
浅間設備㈱に委託し、正常に稼動しているか点検を実
施

警備保障業務 施設の警備保障業務 随時 随時
新日本警備保障(株)に委託し、営業時間外の警備を実
施

浄化槽点検業務 浄化槽設備の点検 月2回 毎月2回
上田市浄化槽管理組合に委託し、正常に稼動している
か点検を実施

省エネシステム点検業務 省エネ（節水）器の点検 年2回 年2回
日本防錆抗菌(株)に委託し、正常に稼動しているか点
検を実施

券売機保守点検業務 券売機の点検 年1回 5/11
タックコーポレーションに委託し、正常に稼動してい
るか点検を実施

灯油用地下タンク等検査
灯油用地下タンク・埋設配
管検査

年1回 4/27 上燃（株）により点検及び検査を実施

外灯設備点検 外灯設備の点検 1日1回以上 毎日 職員が目視にて点検を実施

駐車場内見廻り 駐車場内の見廻り 1日1回以上 毎日 職員が不審者等いないか見廻りを実施

雨水等排水設備点検 雨水等排水設備の点検 1日1回以上 毎日 職員が目視にて点検を実施

危険区域への立入防止 危険区域の点検 1日1回以上 毎日 職員により看板等があるか点検を実施

冬期間の除排雪 除雪作業 降雪時随時 降雪時随時 職員及び業者が降雪時に雪かきを実施

(有)エー・エフ・プランニングに委託し、レジオネラ
菌、大腸菌等が発生していないか調査を実施

消防設備点検業務
有資格者による法定点検 年3回 9/28・3/8

第一防災工業（株）に委託し、正常に稼動しているか
点検を実施

自動扉開閉装置点検業務 自動扉の点検 年3回
5/26・9/20・

1/10
(株)長野ナブコに委託し、正常に稼動しているか点検
を実施



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

清掃担当（常勤） １人 １人 清掃業務

管理担当（常勤） １人 １人 経理業務
受付担当（常勤） ５人 ５人 窓口対応

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者（常勤） １人 １人 全館の運営を統括

1,869,000

差引 0 -327,082 差引 -1,869,000 -1,869,000

計 7,251,000 7,423,693 計 1,869,000

指定管理料 1,869,000 1,869,000

事務費 3,081,000 3,434,933

支
出

人件費 4,170,000 3,988,760

歳
出

計 7,251,000 7,096,611 計 0 0

指定管理料 1,869,000 1,869,000

自販機 185,000 131,011

H29決算額 備考

収
入

入浴料 5,197,000 5,096,600

歳
入

項目 予算額 決算額 備考 項目 H28決算額
指定管理者（H29年度） 市

利用区分等 設定目標値 H28年度実績 H29年度実績 対前年比(%)
入場者数 20,900 20,804 20,272 97.44%

消防設備点検 防火管理者による点検 1日1回 毎日 職員（有資格者）

消防設備点検 有資格者による法定点検 年1回 5/24 専門業者に委託

日常清掃 浴室清掃 1日1回以上 毎日 職員
ボイラー保守点検 専門業者による保守点検 年2回 6/17、2/6 専門業者に委託

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況
日常清掃 日常的な館内清掃 1日1回以上 毎日 職員

指定管理者が
行う業務内容

・鹿教湯温泉センターの施設、設備等の維持管理に関する業務
・地域住民の健康の増進及び福祉の向上並びに世代間及び地域間の交流に寄与す
る場をする。

施設所管課 丸子地域自治センター　産業観光課

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市鹿教湯温泉センター（愛称：文殊の湯）

指定管理者名 鹿教湯温泉旅館協同組合

指定管理期間 平成28年4月1日～平成33年3月31日 料金制導入区分 利用料金

№048



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

業務委託の承認申請をするよう指示をした。

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 △

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。 ○

差引

評価項目 判　断　基　準 評価

計

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

なし
事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

入場者数が目標値に達せず利用者収入も減となった。
人件費の削減等の経営努力もみられる。
施設・設備の老朽化に伴う修繕費増が予想されるため、適正な予算算出を指示した。

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

アンケート調査を行っていなかったため、アンケート用紙と回収箱を設置した。

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。 ○

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。 ○

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 △

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 △

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） △



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

　館内に花を飾るなどし、館内の環境美化に努めました。

　利用者へのおもてなしの気持ちを大切にするよう職員に指導しました。

　施設・設備の老朽化に伴う修繕費の増加。

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

管理担当者（非常勤） 1人 1人 清掃業務、設備管理

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者（非常勤） 1人 1人 全館の運営を統括、経理業務

0

差引 0 650,048 差引 0 0

計 2,362,000 1,713,907 計 0

事務費 1,567,000 918,907

支
出

人件費 795,000 795,000

歳
出

計 2,362,000 2,363,955 計 0 0

繰越金 897,000 897,276

外来入浴料 300,000 341,879

地元戸割負担金 345,600

H29決算額 備考

収
入

地元住民入浴料
1,165,000

779,200

歳
入

項目 予算額 決算額 備考 項目 H28決算額
指定管理者（H29年度） 市

利用区分等 設定目標値 H28年度実績 H29年度実績 対前年比(%)
利用者 10,000 9,350 10,050 107.49%

定期清掃 館内及び施設周辺の清掃 年2回 4月、9月 地域住民

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況
日常清掃 浴室及び館内清掃 1日1回 休業日以外毎日 職員

指定管理者が
行う業務内容

・共同浴場の施設、設備等の維持管理に関する業務
・住民の為の共同浴場として憩いの場を提供すると共に、観光客の立ち寄り入浴
施設としても気持ち良く利用して頂く場を提供する業務。

施設所管課 丸子地域自治センター　産業観光課

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市町・高梨共同浴場

指定管理者名 西内自治会

指定管理期間 平成28年4月1日～平成33年3月31日 料金制導入区分 利用料金

№049



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

　業務委託の承認申請をするよう指示をした。

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 △

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。 ○

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

計 0 0 計 0 0

決算額 備考項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額
収入 支出

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容
なし



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。 ○

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。 ○

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

　掛け流しの天然温泉を気持ち良く利用してもらうため、毎日の清掃には特に気を付けて
行ないました。

　利用後、脱衣所や浴室の電燈をこまめに消すなど気を付けました。

　浴場の廻りの草取りなど、外回りの清掃にも気を配りました。

　平成28年度より、利用者のため近隣住民宅の庭を駐車場として借用。(8台分)
　路上駐車が減り安心して入浴できますが、賃貸料が負担になっています。

　3・4年後には地元利用者の入浴料の値上げを実施予定。

・男湯の天井が腐食のため落下し半年以上もｺﾝｸﾘｰﾄの天井がむき出しのままでいたが、
　2月に上田市により工事が行なわれ明るく快適に入浴できる様になりました。
・冬場脱衣場の天井部の結露で床が濡れるため、換気扇の設置をする予定です。

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

管理部門経理担当者（非常勤） 1人 1人 経理業務
清掃担当（非常勤） 1人 1人 清掃業務

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者（非常勤） 1人 1人 全館の運営を統括

690,000

差引 0 -28,143 差引 -690,000 -690,000

計 1,826,000 1,620,249 計 690,000

指定管理料 690,000 690,000

1,161,000 958,499

支
出

人件費 665,000 661,750

歳
出

計 1,826,000 1,592,106 計 0 0

その他の収入 200,000 7

入浴料 936,000 902,099

H29決算額 備考

収
入

指定管理料 690,000 690,000

歳
入

項目 予算額 決算額 備考 項目 H28決算額
指定管理者（H29年度） 市

利用区分等 設定目標値 H28年度実績 H29年度実績 対前年比(%)
利用者 7,000 6,350 6,320 99.53%

設備点検 ボイラー設備等保守点検 月2回 1日、15日 職員（有資格者）

定期清掃 施設周辺草刈 年4回 随時 地域住民

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況
日常清掃 日常的な館内清掃 1日1回 休業日以外毎日 職員

指定管理者が
行う業務内容

・共同浴場の施設、設備等の維持管理に関する業務
・住民の為の共同浴場として憩いの場を提供すると共に、観光客の立ち寄り入浴
施設としても気持ち良く利用して頂く場を提供する業務。

施設所管課 丸子地域自治センター　産業観光課

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市大塩温泉共同浴場（愛称：大塩温泉館）

指定管理者名 西内自治会

指定管理期間 平成28年4月1日～平成33年3月31日 料金制導入区分 利用料金

№050



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

0

差引 0 0

計 0 0 計 0

決算額 備考項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額
収入 支出

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容
なし



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

　利用者に足の不自由な方・お年寄りの方が多いので、長い間浴槽内に手摺りをつけて
欲しいとの要望がありました。手摺りを設置することがで出来、皆様に大変喜んで
いただいています。

　修繕費を節約するため、業務委託者にタイルの簡単な補修などをやってもらっています。
又、駐車場の草刈りは役員でやって、経費削減に努めています。

　経費削減のために、ボイラーの電源スイッチ・電燈の消灯などに気を付けています。

　設備の老朽化のため、修繕費が年々増加しています。
　入浴料金を正しく支払わなかったり、湯銭の中に外国のコインが入ったりして、
収入が減っています。

・入浴料金をきちんと支払って頂ける様に考えたいと思います。まず一円玉・五円玉の
支払いを遠慮して貰う様に張り紙を致します。
・鹿教湯・大塩・霊泉寺を内村温泉郷として、温泉地の紹介などインターネットなどを
利用して宣伝して貰えるよう市に要望したい。

　浴場や脱衣所の掃除をもう少しきれいにして欲しいとの苦情がありましたので、
今後更に清掃に力を入れて、皆様に気持ち良く入浴して貰えるよう努力します。

(２)指定管理業務実施上の課題

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

受付・管理担当（常勤1、非常勤5 5 6 受付・清掃業務

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者（常勤） 1 1 全館の運営を統括

0

差引 0 0 差引 0 0

計 3,100,000 2,829,600 計 0

修繕積立金繰入 40,000 484

事務費 660,000 709,116

支
出

人件費 2,400,000 2,120,000

歳
出

計 3,100,000 2,829,600 計 0 0

H29決算額 備考

収
入

入浴料 3,100,000 2,829,600

歳
入

項目 予算額 決算額 備考 項目 H28決算額
指定管理者（H29年度） 市

利用区分等 設定目標値 H28年度実績 H29年度実績 対前年比(%)
利用者 17,000 17,100 16,200 94.74%

定期清掃 館内、周辺清掃 週1回 毎水曜日 旅館組合員

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況
日常清掃 日常的な館内・浴室清掃 1日1回以上 毎日 職員

指定管理者が
行う業務内容

・共同浴場の施設、設備等の維持管理に関する業務
・住民の為の共同浴場として憩いの場を提供すると共に、観光客の立ち寄り入浴
施設としても気持ち良く利用して頂く場を提供する業務。

施設所管課 丸子地域自治センター　産業観光課

  平成２９年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市霊泉寺温泉共同浴場

指定管理者名 霊泉寺温泉旅館組合

指定管理期間 平成28年4月1日～平成33年3月31日 料金制導入区分 利用料金

№051



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

0

差引 0 0

計 0 0 計 0

決算額 備考項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額
収入 支出

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容
なし



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

未加入だったため加入の手続きをするよう指示した。

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ×

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

施設の衛生管理を第一に、こまめに清掃を行なっている。

施設の老朽化により、修繕を必要とする部分がかなりあります。
今後は市と相談しながら考えたい。

老朽化した床等の修繕を、今後どの様な形でやっていくか。

・タイルの老朽化のため、ケガ人が出ている（足を切ったり等）。
・男子トイレの床が老朽化（湿気による）のため、今にも抜けそうな状態にあり、
使用するのが危険。

防犯の目的から、ダミーでも良いので防犯カメラの設置を考え、現在手配中。

(２)指定管理業務実施上の課題

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(１)平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他


